













申請先学部 基礎工学部 採択番号 No. 2   
２０１９年度大阪大学未来基金【住野勇財団】学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書  
ふ り が な 


















  年 
 























・PC：各種演算を行う PC。NEC Lavie NS710/F  




の DVD を映像媒体として利用。 
・Web カメラ：BUFFALO 社の BSW200MBK モデル。視野角約 120 度の広角レンズを搭載。 
・プロジェクター：BENQ 社のモデル。ギターのフレットに光を照射するのに用いた。 
・AR マーカー：OpenCV contrib のライブラリに存在する AR マーカー。カメラの姿勢推定に使用で
きるバイナリの正方形の基準マーカーで、検出が堅牢で、迅速かつ簡単である。ギターの大きさに合
うように、一辺でできている。また、OpenCV contrib では AR マーカーに描かれている模様毎に ID
番号が振られており、検出した AR マーカー毎に ID 番号も求めることが出来る。 
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(1) Visual Studio Community 2017：マイクロソフト社が開発・販売している統合開発環境（IDE：
















・Web カメラのノイズを除去するために、読み込んだ画像を OpenCV のライブラリに含まれて
いる平滑化処理を行う。 
・平滑化処理を行った画像に対し、OpenCV contrib のライブラリに含まれている AR マーカー
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被験者 グループ ミスタッチ回数（回） テンポミス（回） 
A 印刷媒体 1 2 
B 印刷媒体 1 0 
C 映像媒体 1 2 
D 映像媒体 0 2 










かし、すべての AR マーカーが検出されるのは 1 秒間に数回程度で、リアルタイムにギターを追跡す
るには不十分であった。よって、押さえたい位置に正確に光を描画することが出来ず、演奏支援が行
われたとは言い難い結果となった。このことを解決するためにはプロジェクターの解像度をあげる、
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・Qiita 「openFrameworks0.9.~+MadMapper でプロジェクションマッピング」 
＜https://qiita.com/Hiroki11x/items/847ea309b6be65da08a0＞（アクセス日：2019 年 12 月 13 日） 
・Qiita 「Visual Studio 2017 に OpenCV3.2.0 と opencv_contrib を導入する方法」 
＜https://qiita.com/tomochiii/items/fa26404ebc5fcd4481b9＞（アクセス日：2019 年 12 月 13 日） 
・こじ研（小嶋研究室）「oF 入門編（１）」 
＜https://www.ei.tohoku.ac.jp/xkozima/lab/ofTutorial1.html＞（アクセス日：2019 年 12 月 13 日） 
・GitHub 「aruco モジュールでマーカーを検出する」 
＜https://github.com/atinfinity/lab/wiki/aruco モジュールでマーカーを検出する＞（アクセス日：
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＜ っていく必要がある。
・i 「 eworks0. a ンマッピング」
< qita.comH ll tem    > (アク ： ）
・i 「 3. 方法」
< qita.com/tomoch /items/fa2604ebc5fcd4  > (ア 13: ）
• 室） (1)
<htps: .ei. u.c. a/ l  > (アク ： ）
・ 「 ーを検出する」
< gth 日：
）
